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日本禁煙科学会　学会賞ご　挨　拶

【受賞理由】�
日本で初めて都道府県単位での学校敷地内禁煙を実施

学校禁煙化をリードした功績

【略歴】
1942 山形県鶴岡市生まれ

1965 東京教育大学文学部史学科卒業

1965 〜 1980 和歌山県立桐蔭高校・海南高校教諭

1980 〜 1987 和歌山県教育委員会

1987 〜 1991 文部省初中局教科調査官 ( 歴史担当 )

1991 〜 1998 和歌山県教育委員会

1998 〜 2007 和歌山県教育委員会教育長

2007 〜 2013 和歌山県文化財センター理事長、和歌山大学客員教授、
関西大学非常勤講師など

第 9 回日本禁煙科学会学術総会

会長　朔 　 啓 二 郎
福岡大学医学部 心臓・血管内科学 教授

小 関  洋 治 氏
元和歌山県教育委員会教育長

この度、福岡において第 9 回日本禁煙科学会学術総会を平成 26 年 10 月 25 日・26

日に開催させて頂くことになりました。福岡の博多は、室町時代より貿易の町として栄

え、さっそうと博多の町を走りぬける！博多祇園山笠が有名であり、今回のテーマを「走

りぬけ！禁煙への新たな挑戦へ」といたしました。 

この学術集会は、日本禁煙科学会の要請により毎年開催されております学術総会で

す。本総会では、「禁煙を科学し支援する医学」に関して、特別講演、シンポジウム、

教育講演、一般演題、公開講座が実施され、例年活発な討議がなされております。禁煙

科学は、近年本邦のみならず欧米においても、臨床的重要性が改めて指摘されている分

野です。その対象は、生活習慣病と絡まり発症する虚血性心疾患、脳卒中、肺疾患、末

梢動脈疾患、心不全など全身の血管病の予防の重要性です。また、医師、歯科医師、薬

剤師、保健師、看護師、心理士など多職種の関与が重要であり、さらに、経済や地域・

行政を含めた非常に広範な領域をカバーする必要があります。このように、本総会は、

禁煙科学の発展に欠かせぬものであり、参加者の年々の増加が見込まれ、その役割は重

大で社会貢献度も極めて大きいものとなっております。 

会員の方はもとより、友人、ご家族もご一緒にぜひおいでください。みなさまのおい

でを、福岡の地でお待ちいたしております。 


